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昨
年
十
二
月
、
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
不
足
」
を
投
稿
、
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
少

し
触
れ
た
。
今
回
は
も
う
少
し
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

日
本
全
体
で
人
手
不
足
に
よ
り
逃
し
た
機
会
損
失
額
は
約
十
六
兆
円
。
機
会
損
失
だ
け
な
ら
い
い

が
、
人
手
不
足
が
主
た
る
原
因
と
思
わ
れ
る
企
業
倒
産
数
は
、
二
〇
二
四
年
で
三
〇
九
件
と
過
去
最

高
と
。 

他
先
進
国
同
様
、
日
本
の
人
口
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
将
来
も
益
々
加
速
、
改
善
は

殆
ど
見
通
せ
な
い
。
従
っ
て
、
経
済
成
長
や
社
会
制
度
の
維
持
の
為
に
は
外
国
人
数
を
増
や
し
そ
の

活
力
を
取
り
込
む
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
生
成A

I
、
先
端
技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
、
生
産
性
の

向
上
等
も
必
須
で
あ
る
が
、
国
と
し
て
の
土
台
は
人
の
数
と
考
え
る
。 

日
本
に
現
在
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
在
す
る
在
留
外
国
人
は
約
四
〇
〇
万
人
。
こ
こ
数
年
、
増

加
の
ペ
ー
ス
は
上
昇
。
日
本
人
数
は
ド
ン
ド
ン
減
少
、
そ
れ
を
外
国
人
で
一
部
補
う
構
造
が
定
着
。

日
本
政
府
も
外
国
人
政
策
を
見
直
し
、
「
特
定
技
能
」
等
の
制
度
を
変
更
、
日
本
語
教
育
、
地
域
社

会
へ
の
参
画
促
す
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
共
生
へ
の
体
制
整
備
等
を
進
め
て
い
る
。 

 

一
方
、
昨
年
十
二
月
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
日
本
人
の
外
国
人
へ
の
潜
在
的
不
安
が
根
強
い
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
昨
年
八
月
の
日
経
新
聞
の
記
事
で
は
、「
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
広
げ
る
べ
き
か
」

と
日
本
人
に
問
う
た
結
果
、
「
広
げ
る
べ
き
」
は
四
五
％
、
、
「
広
げ
る
べ
き
で
な
い
」
は
四
六
％

と
拮
抗
。
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
、
外
国
人
の
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の

マ
ナ
ー
違
反
、
犯
罪
に
よ
る
治
安
悪
化
へ
の
懸
念
、
海
外
か
ら
の
投
資
に
伴
う
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
の

高
騰
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
感
情
面
で
不
安
を

掻
き
立
て
て
い
る
。 

 

国
力
＝
人
口
で
は
な
い
が
、
「
こ
れ
か
ら
も
外
国
人
の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
益
々
日
本
は
や
っ
て

い
け
な
い
」
と
考
え
多
様
性
を
受
け
入
れ
た
い
。
二
〇
三
〇
年
頃
の
若
者
に
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

時
代
はJ

a
pa
n 

as
 
No
1

。
お
父
さ
ん
の
時
代
は
失
わ
れ
た
三
〇
年
だ
っ
た
が
ま
だG

D
P

世
界
第
四

位
。
僕
た
ち
の
時
代
はG

DP
 

第
十
位
だ
ね
。
ど
う
し
て
く
れ
る
の
！
」
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
〇
二
六
年
六
月
） 


